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平成15年第4回定例会開会
平成15年第４回天川村議会定例会が、12月９日に召集され開会しました。会期は12月16日までの８日間と定め、

附議された議案の審議を行い、補正予算案いずれも原案通り可決し閉会しました。 また議長・副議長を始め議会
役員の選挙を行い、議長は指名推薦により、車谷氏が再選、副議長も水口氏が指名推薦により再選、その後、常任
委員会等の役員改選が行なわれました。

議　長に　車谷重高氏
副議長に　水口九郎氏　を再選

役員構成は次のとおりです

総 　 務 　 委 　 員 　 会

委 員 長 岡　下　清　作

副委員長 前　田　幸三郎

委　　員 根　来　群　二

〃 原　　　　　清

〃 水　口　九　郎

経 済 厚 生 委 員 会

委 員 長 橋　田　謙　二

副委員長 森　本　武　司

委　　員 植　林　友　衛

〃 車　谷　重　高

監 査 委 員（議会選出）

植　林　友　衛

中吉野広域消防組合議員

橋　田　謙　二

前　田　幸三郎

南和広域衛生組合議員

根　来　群　二

南 和 広 域 連 合 議 員

水　口　九　郎

国 保 運 営 委 員 会（公益）
介護保険運営委員会（公益）

水　口　九　郎

植　林　友　衛

原　　　　　清

ダム対策特別委員会

委 員 長 原　　　　　清

副委員長 植　林　友　衛

委　　員 水　口　九　郎

〃 根　来　群　二

林業振興対策特別委員会

委 員 長 橋　田　謙　二

副委員長 岡　下　清　作

委　　員 森　本　武　司

〃 前　田　幸三郎

〃 原　　　　　清

上下水道推進特別委員会

委 員 長 根　来　群　二

副委員長 前　田　幸三郎

委　　員 森　本　武　司

〃 車　谷　重　高

町村合併検討特別委員会

委 員 長 森　本　武　司

副委員長 植　林　友　衛

委　　員 全　　議　　員

天川小学校建設特別委員会

委 員 長 岡　下　清　作

副委員長 森　本　武　司

委　　員 車　谷　重　高

根　来　群　二
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このたびの改選におきまして、議員のみなさまのご推挙により議長、副議長の要職に就任させて頂きました。誠
に光栄に存じますとともに、責任の重大さを痛感いたしております。 もとより微力ではありますが、地方自治の
振興と村政進展のため、専心努力いたす所存です。
さて、昨年は6月に8町村による合併協議会が設置され、現在、膨大な項目において審議中であり、合併におけ

る各町村のすり合わせが本格化する所であります。本村においても天川小学校建設・中央簡易水道施設・スキー場建
設等、生活基盤の安定、観光立村の確立、林業不振など課題が山積みしていますが、理事者と共に村政発展のため
に職務を果たす覚悟であります。村民の皆様の温かいご支援とご協力をお願い申し上げましてご挨拶といたします。

就任のごあいさつ

車谷議長 水口副議長

議決事項

◇平成15年度天川村一般会計補正予算（第4号）について
1億2,200万円を追加し、総額27億9,058万6千円としました。歳入では民生費国庫負担金、土木費国庫補助

金、民生費県負担金・補助金、災害復旧費県補助金、財政調整基金繰入金、雑入、村債で総務債、農林水産債、災
害復旧債、土木債を増額し、教育費国庫補助金、農林水産業費県補助金、ふるさと創生基金繰入金、村債では民生
債、商工債、教育債を減額しました。歳出では、総務費で例規集追録に係る費用の補正、戸籍電算システムの減額、
民生費では、財源の置き換え、在宅福祉事業委託料、障害者施設訓練等支援費の補正、衛生費では地区水道施設整
備補助金の補正です。農林水産業費では森林整備地域活動支援補助金、間伐促進総合対策事業補助金を補正し、物
件費を減額、商工費では、物件費を補正し工事請負費を減額、土木費では給料の置き換え、道路台帳作成費、橋梁
維持補修費及び橋梁新設改良費の補正、教育費では物件費、天川小学校建設用地表土除去費の補正、工事請負費の
減額、災害復旧費では林業施設災害復旧費の補正、公債費では、元金の借り換えによる補正です。

◇平成15年度天川村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第2号）について
615万6千円を追加し、総額2億5,113万6千円とするもので、高額医療費共同事業医療費拠出金、積立金を補

正し、歳入では共同事業負担金、療養給付費交付金、共同事業補助金を増額しました。

◇平成15年度天川村国民健康保険直診勘定特別会計補正予算（第2号）について
1,550万円を追加し、総額を2億4,411万6千円とするもので、医療機器使用料、医療材料費を補正し、財源と
して診療収入を増額しました。

◇平成15年度天川村下水道事業特別会計補正予算（第2号）について
1,000万円を減額し、総額3億1,044万3千円とするもので、測量調査等委託料、下水道及び合併処理浄化槽設
置工事費を減額し、歳入では地方債を減額しました。

◇平成15年度天川村介護保険特別会計補正予算（第2号）について
40万円を追加し、総額1億7,746万5千円とするもので、備品購入費を補正し、財源としては国庫補助金を増

額しました。

同意事項

◇監査委員（議会選出）の選任について
平成15年12月12日付で任期満了の植林友衛氏（大字洞川）について、村長から再選したい旨提案があり、満

場一致で議会の同意がなされました。
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１月８日（木）、新春を飾る恒例の村消防団出初式が山村開発センターで挙行されました。式では
大西村長が「昨年は、庵住地内で民家火災が発生しましたが、負傷者がなかったのは団員の皆様の
常日頃からのご尽力の賜物であると喜んでいます。火災は、貴重な財産を一瞬に奪い去る最大の脅
威であり、これを未然に防ぐことが皆さんの使命でもあります。また、地震後に発生することが予
想される火災対策も重要であり、出火時における早期通報、
非難誘導にも努めていただきたいと思います。」と挨拶さ
れました。そして、久保団長より「昨年末に開催された中
央防災会議において、21都府県652市町村が東南海・南
海地震防災対策推進地域に指定され、奈良県は47全市町
村が指定を受け、今後、防災対策に努めていくこととなり
ました。大規模災害においては、家屋の倒壊などの直接の
被害もさることながら、地震後に発生する火災にも備えが
必要です。このことからも、日常の消防機具の点検や訓練

が村民の生命・財産を
守る強い礎となることと考えます。」と訓辞がありました。続い
て、日頃の消防活動で功労のあった消防団員に村長表彰、団長表
彰等が授与されました。最後に役場前広場より一斉に放水訓練が
され、今年１年の安全を祈りました。又、１月16日には奈良県
消防協会吉野支部出初式が、下市町中央公園グラウンドにおいて
開催され、知事表彰・消防協会長表彰等が授与されました。

区長さん方には行政のパイプ役として、ご無理をお願いいたしまして大変お世話になっております。本年
も何卒よろしくお願い申し上げます。
退任されました区長さん、大変ご苦労様でした。今後とも村政にお力添え賜りますようお願いいたします。

（敬称略）

平成16年　区長さんの紹介

洞
川
区
長

桝
　
谷
　
源
　
逸

北
角
〃

堀
　
口
　
　
　
博

中
越
〃

樋
　
口
　
幸
　
男

川
合
〃

鹿
　
尾
　
善
　
治

沖
金
〃

堀
　
井
　
義
　
信

中
谷
〃

堀
　
口
　
丈
　
夫

沢
原
〃

豕
　
瀬
　
敏
　
洋

北
小
原
〃

植
　
村
　
正
　
和

五
色
〃

西
　
本
　
　
　
力

南
日
裏
〃

川
　
本
　
清
　
次

坪
内
〃

柿
　
坂
　
稔
　
美

九
尾
〃

中
　
村
　
　
　
猛

栃
尾
〃

杉
　
本
　
將
　
樹

和
田
〃

中
　
森
　
潤
一
良

籠
山
〃

霜
　
村
　
　
　
茂

庵
住
〃

岡
　
下
　
清
　
春

山
西
〃

福
　
井
　
良
　
源

広
瀬
〃

泉
　
谷
　
邦
　
廣

塩
野
〃

櫻
　
井
　
　
　
武

平成16年　区長さんの紹介

平成16年�消防団出初式�消防団出初式�消防団出初式�
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▽消防協会吉野支部長表彰

班長　大田　和也 班長　宮田大一郎

班長　水口　茂見 班長　杉本　將樹

団員　稲田　和信 団員　中谷　敏明

団員　名迫　宏員 団員　古波蔵　宏

▽奈良県消防協会長表彰

副分団長　西村　佳門 部　長　泉谷　邦廣

班　　長　森岡太美行

▽知事表彰

分団長　大田民央 分団長　堀井孝眞

▽村長表彰

班　長　片岡　　誠 班　長　原　　　猛 班　長　花谷　光信 団　員　橋田　裕樹

団　員　中山　浩和 団　員　小屋　孝士 団　員　辰巳栄之助 団　員　大谷　秀行

団　員　梶　五久雄 団　員　更谷　將成 団　員　中西　信行 団　員　西前　国夫

▽団長表彰

班　長　増谷　英樹 班　長　前田　栄次 団　員　奥田　　敏 団　員　水口　　修

団　員　井口　啓満 団　員　清水　修次 団　員　奥村　正史 団　員　宮田　幸仁

団　員　梶　　光国 団　員　久保　達治 団　員　中西　啓之 団　員　冨本　将史

▽中吉野警察署長感謝状

班　長　鹿尾　善之 班　長　渡邊　　敦 団　員　井口　候栄

▽30年勤続中吉野警察署長感謝状

分団長　冨本　恭男

納税には便利な口座振替（自動振込）をご利用ください。
申込みは下記金融機関へ

郵便局・奈良県農協・奈良銀行・南都銀行

（敬称略）

受賞者のみなさん
おめでとうございます
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最
近
、
全
国
各
地
で
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
と
の

婚
姻
届
や
養
子
縁
組
届
が
提
出
さ
れ
、
戸
籍
に
不
実
の
記
載
が
さ
れ
る
と
い
う
、

虚
偽
の
戸
籍
の
届
出
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
件
に
よ
り
、
被

害
に
遭
わ
れ
た
人
や
ご
家
族
が
大
き
な
精
神
的
苦
痛
を
被
っ
た
ば
か
り
か
、
戸

籍
の
信
頼
性
を
も
損
な
い
か
ね
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。

先
年
、
戸
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
訂
正
後
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
申
し
出
に
よ

り
不
実
の
記
載
の
痕
跡
を
残
さ
ず
に
再
製
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
事
後
措
置
で
あ
り
、
虚
偽
の
届
出
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
方
策
の
策
定

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
般
、
こ
う
し
た
虚
偽
の
届
出
を
未
然
に
防
止

し
、
戸
籍
に
対
す
る
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
、

戸
籍
の
届
出
の
際
、
届
出
を
持
参
さ
れ
た
人
の
本

人
確
認
を
行
う
よ
う
法
務
省
民
事
局
か
ら
通
達
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

○
対
象
と
な
る
届
出
の
種
類

婚
姻
届
・
協
議
離
婚
届
・
養
子
縁
組
届
・
協
議

養
子
離
縁
届

○
本
人
確
認
の
方
法

窓
口
で
の
届
出
の
受
付
の
際
、
届
書
を
持
参
し
た
人
か
ら
運
転
免
許
証
、
旅

券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
な
ど
の
官
公
署
の
発
行
し
て
い
る
顔
写
真
付
の
身
分
証
明

書
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
、
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

身
分
証
明
書
な
ど
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
で
も
届
出
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
本
人
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
、
届
出
受
理
後
に
、
書
面
に
て

届
出
を
受
理
し
た
旨
を
本
人
宛
に
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
使
者

に
よ
る
届
出
・
郵
便
に
よ
る
届
出
、
夜
間
受
付
、
休
日
・
祝
日
受
付
の
場
合
も

届
出
の
受
理
後
、
届
出
人
本
人
に
対
し
て
、
届
出
の
あ
っ
た
こ
と
を
郵
便
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
届
出
人
本
人
に
対
し
て
送
付
さ
れ
る
た
め
、
も
し
受
け
取
っ

た
人
に
心
当
た
り
が
な
い
よ
う
な
届
出
の
場
合
は
、
早
く
気
が
付
く
こ
と
が
で

き
、
早
期
の
対
応
が
で
き
ま
す
。
本
村
で
も
、
平
成
16
年
２
月
１
日
か
ら
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
役
場
　
住
民
課
戸
籍
係

1
63
―
０
３
２
１
（
内
線
）
１
６
２

婚姻届の流れ婚姻届の流れ

戸
籍
窓
口
で
の
本
人
確
認

平
成
16
年
2
月
1
日
よ
り

戸
籍
窓
口
で
の
本
人
確
認

が
始
ま
り

ま
す
！
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平成16・17年度　建設工事等

入札参加資格審査申請要領
平成16・17年度に天川村が発注する建設工事及び物品の購入等の競争入札に参

加しようとされる方は、次のとおり入札参加資格審査申請書を提出してください。
この申請に基づき作成される名簿は、天川村長部局をはじめとして、教育委員会

の競争入札に使用されます。
なお、申請を受付した場合でも、必ずしも入札に指名されるものではありません。

1、受付業種 ¡土木、建築ほか全ての工事業者
¡物品の納入業者

2、受付期間 ¡平成16年2月2日（月）～2月27日（金）
（土・日曜日及び祝祭日は除く）

3、受付時間 午前8時30分～午後5時まで
4、受付場所 天川村役場　建設課
5、有効期間 平成16年・17年（2ヵ年）
6、提出書類 ☆土木・建築工事

¡参加資格審査申請書
¡経営審査事項結果通知書（写し）
¡使用印鑑届け（原本）
¡印鑑証明書（写し）
¡登記簿謄本（法人の場合…写し）
¡納税証明書
法人の場合
法人税及び地方消費税〔その3〕
法人村民税、固定資産税、軽自動車税
会社役員で村内に納税しているものの証明
個人の場合
所得税及び地方消費税〔その3〕
村民税

☆土木・建築工事以外及び物品納入業者
¡役場建設課に備え付けの指名願い申請書に納税証明書を添付の
上、提出ください。

7、問い合わせ　天川村役場　建設課
10747－63－0321

村 内 業 者 の 皆 様 へ

毎月11日は「人権を確かめあう日」です



企画財政課　税務係からのお知らせ
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天川村企画財政課税務係では、過去に天川村が行った村税滞納による差押のうち、明
治・大正・昭和初期の差押で、当事者が既に他界している等のものについて調査し、解除
の登記をしてまいりましたが、一応村に現存している書類で把握できるものについてすべ
て、解除が完了いたしました。
つきましては、もし、所有されている土地・家屋について何十年も前に、村が差押えし

たままになっているものがありましたら、企画財政課税務係まで申し出てください。
尚、差押解除された物件の登記簿謄本（全部事項証明書）は下記のようになっております。

（例）

※下線のあるものは、抹消事項であることを示す。
差押解除を行った物件の現在の所有者への通知等は、過去の当事者と現在の所有者が関係のない人で

ある場合が多いことから行っておりませんので悪しからずご了承お願いいたします。

最近インターネット等の有料サイトにアクセスしたとして架空の情報料を請求する事
案や、債権回収業者を名乗る者から、あたかも債権譲渡を受けたごとく装い、ハガキ等
を不特定多数の人に送りつけてくるもの等が急増しております。

アドバイス

★全く身に覚えのない人は
○支払う必要がないので、放置してください。
○相手方の電話番号や勤務先等の、新たな情報を与えないためにも、業者に連絡を
とらないようにしてください。
○万が一にも、訪問回収するとか脅迫するといった不当な請求があった場合は、警
察に通報してください。

★実際に利用した場合であれば支払う義務が生じますが、その場合でも
○利用したサイトに、料金に関する表示があったのかどうかを確認してください。
○表示がなかった場合は、不当請求であり支払うことのないようにしてください。
○料金表示があった場合でも、請求金が高額であったり、根拠のない遅延延滞金、
調査費、手数料などを請求された場合は、支払うことのないようにしてください。
○利用した番組名や利用時間などの詳細な明細を求め、利用した分についてのみ支
払いし、納得の出来ない分まで支払うことのないようしてください。

中吉野警察署　　0747（53）0110番

ご注意を!に架空請求

順位
番号

２

３

登記の
目的

差押

２番差押
登記抹消

受付年月日・受付番号

大正10年５月１日

平成15年12月１日
第7095号

原因及びその日付

大正10年4月30日差押

平成15年11月20日解除

権利者その他の事項

債権者　吉野郡天川村
順位２番の登記を移記



今年も開催しました「スキー研修」�今年も開催しました「スキー研修」�今年も開催しました「スキー研修」�
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去る１月９日～12日、恒例の体協スキー
研修を開催しました。
今年の参加者は35名で、行き先は久しぶ
りの志賀高原スキー場です。

10時間のロングドライブにもかかわら
ず、皆疲れもみせずに目前に迫ったビッグ
ゲレンデに胸を踊らせていました。
到着後スキー教室を開催し、受講者を初
級・中級・上級のクラスに分け、講師の角
谷光先生と体協の（井口章・辻茂・増谷英
樹・植林衛）委員が各クラスに分かれて指
導しました。また参加者の西浦則道さんが
スノーボードを教えて下さり、４人の女性
が挑戦しました。

２日目は、吹雪で視界が良くありませんでしたが、
各クラスとも遠くのゲレンデまで行って指導を受け、
夕方には皆さん上達して速いペースでホテルに帰る
ことができました。
最終日の12日は出発するまでの時間を惜しむよう

に滑り、出発後バスの車内でスキー教室受講前の滑
りと受講後の滑りを撮影したビデオを見ながら講師
からコメントを頂きました。そして今回特によく頑
張ってくれました小学生の皆さんには、努力賞とし
てすてきなプレゼントが贈られました。
角谷光先生を始めスキー・スノーボードを教えて

下さった皆様どうもありがとうございました。参加
者の皆さん今回の研修で学んだことを忘れず、更な
る上達を目指して下さい。

協 よ体 だ りりだ体 よ協



エコミュージアムには12
月の雪が残り、センター前
の山上川は音もなく、じっ
と息をひそめて春の訪れを
待っているようでした。

それでもネコヤナギの芽
は早くもふくらみはじめ、
川べりの雪の中からフキノ
トウが顔をのぞかせていま
した。

皆
さ
ん
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

体
長
110
〜
130
㎝
、
体
重
50
〜
100
㎏
で
、
胸
に
あ
る
月
の

輪
形
の
白
い
Ｖ
サ
イ
ン
が
特
徴
で
す
。
本
州
、
四
国
、
九

州
に
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
九
州
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
絶

滅
し
た
と
も
言
わ
れ
、大
峯
山
脈
を
中
心
と
し
た
紀
伊
半
島
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
も
、

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
個
体
群
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊
は
視
力
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
の
で
す
が
、
に
お
い
と
音
に
は
敏
感
で
す
。
雑

食
性
で
動
物
食
よ
り
植
物
質
の
も
の
を
よ
く
食
べ
ま
す
。
秋
に
よ
く
新
聞
を
に
ぎ

わ
す
の
は
、
冬
ご
も
り
に
備
え
て
木
の
実
な
ど
の
食
料
を
求
め
て
人
里
近
く
に
降

り
て
く
る
か
ら
で
す
。
本
来
は
お
と
な
し
い
性
格
で
す
が
、
春
、
子
連
れ
の
熊
は

子
熊
を
守
ろ
う
と
非
常
手
段
に
で
る
た
め
危
険
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
猟
師
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
熊
は
冬
ご
も
り
の
穴
（
ウ
ト
と
呼
ば
れ
る
）
の
中
で
「
節
分
の
夜

明
け
に
出
産
す
る
」
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
私
が
子
供
の
頃
、村
に
は
猟
師
さ
ん
が
割
と
い
た
と
思
う
の
で
す
が
、

熊
は
食
料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
薬
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
熊

の
肝
臓
を
生
の
ま
ま
食
べ
る
と
ト
リ
目
に
よ
く
、
乾
燥
し
た
も
の
を
煎
じ
て
飲
む

と
腹
痛
に
、
脳
み
そ
は
頭
痛
に
効
き
、
熊
の
脂
肪
を
煮
詰
め
た
油
は
あ
か
ぎ
れ
に
、

腸
を
煎
じ
た
も
の
は
産
後
の
回
復
が
早
く
、
胆
の
う
（
熊
の
胆
）
は
万
病
に
効
く

妙
薬
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
40
年
頃
、
村
の
猟
師
さ
ん
が
稲
村
ヶ
岳
東
南
１

キ
ロ
の
地
点
で
、
危
な
い
目
を
し
て
苦
労
し
て
大
熊
を
獲
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

は
大
き
な
熊
で
、
そ
の
熊
を
見
た
人
が
こ
れ
は
牛
じ
ゃ
な
い
か
と
言
っ
た
ほ
ど
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
熊
に
は
月
の
輪
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
猟
師
さ
ん
に
よ

れ
ば
、
大
峯
山
系
に
は
普
通
の
日
本
熊
と
違
っ
た
大
熊
が
棲
息
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
月
の
輪
が
な
い
熊
は
稀
に
み
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、
雪
男
の
よ
う
な
足

跡
を
し
た
大
熊
で
300
㎏
に
も
な
り
、
そ
の
後
神
童
子
谷
で
数
回
同
じ
足
跡
を
み
た

と
の
こ
と
で
し
た
。（
天
川
村
史
か
ら
20
年
以
上
前
の
お
話
）
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
で

な
い
と
す
れ
ば
一
体
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
興
味
深
い
話
で
す
。

天
川
の
大
熊
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１月７日（水）はれ

昔洞川ではネコヤナギの若芽を摘んで
「ヤナギ茶」を作ったそうです。

フキノトウは独特の苦みと香りが
何ともいえない春の味わい。



御手洗渓谷のつり橋を上がったところに、周り
に何も色がない中、ひときわ目を引く淡紫色の実
を見つけました。ムラサキシキブ？コムラサキ？
ヤブムラサキ？年が明けてもまだ実をつけている
姿は、一番後ろでひとり完走を目指すマラ
ソンランナーのようです。・・・と思って
いたら・・・

たくさんのご参加ありがとうございました。今年度の事業も決まり次第、広報にてお知らせします。

観　　察　　会 村　　民 村　　外 計

①天川村大地の物語 １１ ５ １６

②フラワーハイキング １２ ６ １８

③バードウォッチング ７ ７ １４

④天川村古木巡り １２ １２ ２４

⑤アマゴ釣り体験教室 ５ １１ １６

⑥ホタルの観察会 ２１ １６ ３７

⑦大台ヶ原ハイキング ２１ ６ ２７

⑧夏の野草教室 １５ １４ ２９

⑨クラフト教室 １８ ８ ２６

⑩クリーンハイク ９ ８ １７

⑪小さい秋見つけよう １５ ２ １７

⑫きのこの学校 １４ １８ ３２

⑬御手洗もみじウォーク ９ ７ １６

⑭木の実で作る壁飾り １３ １１ ２４

参 加 者 総 計 １８２ １３１ ３１３
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１月10日（土）くもり

平成15年度の自然観察会参加者総数は313名でした。

イイギリ・・・材が軽いので下駄の材料に使われるそうです

ムラサキシキブ？

白倉谷の奥でなんと、まっ赤に実をつけた大き
なイイギリの木を発見しました。15メートルはあ
ったと思います。（もっとあったかも）鳥にも食
べられず、こんなにも見事に残っているものだと
感心、というよりビックリしました。これが普通
なのでしょうか？
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12月13日（土）
平井　景　Special Jazz Unit For 天川村

「2003 Xmas Jazz Concert」

山村開発センターだより

７回目となるこの時期恒例の「クリスマスジャズコ

ンサート」奈良県出身の平井　景さん率いるスペシャ

ルユニットで少し早い聖夜を楽しみました。

今回は皆さんになじみの深い曲の演奏が多く、参加

されました皆さんもたいへん盛り上がっていました。

ライブ終了後、平井　景さんにドラムの

指導を受けている参加した中学生

最後は大喜利でお客さんと一緒に

楽しみました。

12月17日水曜日
年忘れ 上方落語の会 天川寄席
こちらも今回で３回目となります「天川寄席」

上方落語協会より選りすぐりの噺家４人が今回

も素晴らしい芸を披露してくださり楽しい落語

会となりました。



寄せ植え教室開催しました。
センターで初めて「寄せ植え教室」を開催致しましたところ、

たくさんの方々がご参加下さいました。

クリスマス用　12月15日　月曜日

参加されました皆さんは目を輝かして寄せ植えを楽しんでいます。

講師は、川合の平園芸店さん（代表　平　美千代先生）です。

平さんには何かとお世話お掛けしました。

おかげで素敵な寄せ植えがどんどん出来上がり皆さんに大変喜んでいただきました。

寄せ植え教室開催しました。

お正月用　12月16日　火曜日
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寄せ植え教室開催しました。



こうなります！ 預金保険制度こうなります！ 預金保険制度

4 3 2 1

14

当座預金、普通預金、別段預金は、平成17年3月末まで引き続き全額保護されます。
▽定期預金等については、これまで同様、元本1，000万円までとその利息等が保護されます。
それを超える部分は、破たん金融機関の財産の状況に応じて支払われます。（一部カットされ
ることがあります。）
▽平成17年4月以降は、当座預金等の利息のつかない預金が全額保護されることになります。
▽預金保険制度、農漁協系統貯金保険制度ともに同様の取扱がなされます。

～もっと詳しくしりたい方は～

預金保険機構　103（3212）6029 近畿財務局　106（6949）6369 または金融機
関の窓口にお問い合わせください。

奈良県における平成15年度の最低賃金は、特定の産業に適用される「産業別最低賃金」の一
部が時間額表示のみとなりました。併せて金額も改正され、下表のとおり発効することとなり
ました。

最低賃金件名 日　　額 時　間　額 発　効　日

奈 良 県 最 低 賃 金 － 647円 14年10月１日

産　　業　　別　　最　　低　　賃　　金
一般機械器具製造業

電 気 関 係 製 造 業
発電用・送電用・配電用・機械器具・民生用
電気機械器具・電子部品・デバイス製造業あ

自 動 車 小 売 業

木材・木製品・家具・装備
品製造業（製剤熟練等）

詳しくは、奈良労働局賃金室　10742（32）0206
大淀労働基準監督署　10747（52）0261
へお気軽にお問い合わせください。

－

－

－

6,527円

751円

751円

751円

816円

15年12月25日

元年1月25日

こうなります！ 預金保険制度

まず、チェック!! 働くルールの最低賃金まず、チェック!! 働くルールの最低賃金まず、チェック!! 働くルールの最低賃金



15

月
経
前
二
週
間
以
内
に
次
の
よ
う

な
症
状
が
現
れ
て
、
日
常
生
活
や
対

人
関
係
に
差
し
支
え
る
こ
と
が
あ

り
、
月
経
開
始
後
ま
も
な
く
消
失
す

る
病
態
を
「
月
経
前
症
候
群
」
ま
た

は
「
月
経
前
緊
張
症
」
と
い
い
ま
す
。

○
身
体
症
状

下
腹
部
痛
、
腰
痛
、
乳
房
緊
満
、

乳
房
痛
、
腹
部
膨
満
感
、
便
秘
、

食
欲
不
振
ま
た
は
過
食
、
嘔
気
、

頭
痛
、
め
ま
い
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

疾
患
の
悪
化
、
に
き
び
、
じ
ん
ま

し
ん
、
顔
面
四
肢
の
む
く
み
、
尿

量
減
少

○
精
神
症
状

い
ら
い
ら
、
憂
鬱
、
怒
り
や
す
い
、

集
中
力
低
下
、
不
安
、
疲
労
感
、

不
眠
、
傾
眠

○
社
会
的
適
応
障
害

夫
や
近
親
者
と
の
不
仲
、
育
児
が

で
き
な
い
、
仕
事
や
学
校
生
活
が

う
ま
く
行
え
な
い
、
社
会
的
に
孤

立
し
て
い
る
、
身
体
症
状
を
過
度

に
気
に
す
る

月
経
の
あ
る
女
性
の
約
六
〜
七
割

が
こ
の
よ
う
な
症
状
を
経
験
し
、
そ

の
う
ち
約
三
割
が
、
何
ら
か
の
治
療

を
受
け
て
い
ま
す
。
病
気
の
原
因
は

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、ど
の
説
も
決
定
的
で
な
く
、

原
因
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

治
療
に
は
症
状
に
合
わ
せ
た
療
法

の
ほ
か
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
漢
方
薬
、

ホ
ル
モ
ン
療
法
、
各
種
の
向
精
神
薬

療
法
、
運
動
・
心
理
療
法
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

な
か
に
は
、
精
神
症
状

や
身
体
症
状
に
よ
く
効
く
向
精
神
薬

も
あ
り
、
以
前
よ
り
は
治
療
効
果
も

あ
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
症
状
に

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
婦
人
科
、

精
神
科
、
心
療
内
科
や
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

A

整
形
外
科
に
関
す
る健康

相
談

日
時

２
月
12
日
（
木
）
午
後
３
時

〜
４
時

問
い
合
わ
せ

奈
良
県
医
師
会
　
整

形
外
科
部
会
（
担
当
　
仲
川
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

A

目
の
健
康
相
談
日

日
時
　
２
月
10
日
（
火
）
午
後
２
時

〜
３
時

問
い
合
わ
せ

奈
良
県
医
師
会

眼

科
医
会
（
担
当
　
辻
本
）

※
予
約
不
要

A

こ
ど
も
の
健
康
相
談

日
時
　
２
月
24
日
（
火
）
午
後
２
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ

奈
良
県
医
師
会
　
小

児
科
医
会
（
担
当
　
辰
巳
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

A

内
科
疾
患
に
関
す
る

健
康
相
談

日
時
　
２
月
24
日
（
火
）
午
後
２
時

〜
３
時

問
い
合
わ
せ

奈
良
県
医
師
会
　
内

科
部
会
（
担
当
　
小
西
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

A

精
神
科
健
康
相
談
日

日
時

２
月
25
日
（
水
）
午
後
２
時

〜
３
時

問
い
合
わ
せ

奈
良
県
医
師
会
　
精

神
神
経
科
部
会
（
担
当
　
出
山
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

○
各
種
健
康
相
談
の
実
施
場
所

奈
良
県
医
師
会
館

１
階
　
県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

（
近
鉄
八
木
駅
下
車
徒
歩
７
分
）

1
０
７
４
４
―
22
―
８
５
０
２

○
各
種
健
康
相
談
は
、
無
料
相
談
の

み
で
診
療
・
検
査
な
ど
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

２
月
の
消
費
生
活
相
談
室

相
談
室
で
は
、
消
費
生
活
に
か
か

る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
　
吉
野
町
役
場
　
1
０
７
４
６

３
―
２
―
３
０
８
１

日
時
　
毎
週
火
曜
日
13
時
〜
16
時

２
月
の
登
記
無
料
相
談
室

奈
良
法
務
局
で
は
、
毎
月
２
回
登

記
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

場
所
と
日
時

①
大
淀
町
役
場
　
1

52
―
５
５
０
１
　
２
月
11
日（
水
）

②
川
上
村
役
場
　
1
０
７
４
６
５

―
２
―
０
１
１
１
２
月
25
日（
水
）

両
日
と
も
13
時
〜
16
時

２
月
の
定
期
出
張
相
談
室

地
域
に
密
着
し
た
児
童
福
祉
行
政

を
行
う
た
め
、
毎
月
定
期
出
張
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
２
月
６
日
（
金
）
10
時
30
分

〜
16
時

場
所

下
市
町
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者

児
童
福
祉
司
・
心
理

判
定
員

各
１
名

相
談
申
込

事
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

1
０
７
４
５
―
22
―
６
０
７
９

Vol.45
月経前症候群

各各各各
種種種種
無無無無
料料料料
健健健健
康康康康
相相相相
談談談談

奈奈奈奈
良良良良
県県県県
医医医医
師師師師
会会会会

今月の
主な行事＆
お知らせ

Feb

善 意 銀 行
金１０,０００円

匿 　 名
ありがとうございました



写�写�
真�
館�
真�
館�

天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

観音峰展望台より
（撮影日：平成16年１月８日）
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638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷

60番
地

T
EL：

0747-63-0321
FA
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企
画
・
編
集
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広
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係
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線
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広
報
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平
成

16年
１
月

31日
発
行
　
通
巻
324号

◆
人
口
2,153人（

－
２
）
男
1,010人（

±
１
）
女
1,143人（

－
２
）

◆
世
帯
数
836戸（

－
３
）

2003年
12月

31日
現
在
（

）
内
は
前
月
と
の
比
較

村のうごき
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